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1層目の細胞のプリント 交互プリントによるナノ薄膜形成 2層自の細胞のプリント 三次元マイクロ組織チップ
図ア インクジ、エツトプリントによる三次元組織チップの構築イメージ
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た。細胞は自発的に移動するため，チップ化する
ためには細胞を空間に留める必要がある。そこ


















































顕著に観察され，特に TGZが 50μMの場合， } 
層構造では 16%の死細胞割合であったのに対
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Troglitazone concentration U1M) 50 
3L 
a) ヒト肝癌細胞 (HepG2) とヒト瞬帯静脈血管内皮細胞 (HUVEC) で作製した 1~3 層構造の肝組織チッ
プの写真。b)アルブミン発現量と層構造の関係。抗アルブミン抗体で蛍光染色した各ウェルの蛍光強度で
比較した。 c)CYP3A4発現量およびd)活性と層構造の関係。抗CYP3A4抗体での蛍光染色で発現量を評
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